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Abstract
AexaminationofX-rayspectraanalysis
fortheimprovementofclinicaltechnique
andX-rayequipmentwasconducted.
(1)AcomparisonofX-rayspectrumofthe
waterandacrylicresinshowedthatthe
X-raytransissionratioofacrylicresinwas
highforlowenergyresions,andlowfor
highenergyresions. Thisconstitutesa
considerableproblemwhenacrylicresinis
used.
(2)Whenfiltersmadeofaluminum,copper,
niobiumandmolybdenumwereinserted,it
wasfoundthattheattenuationratioscouldbe
obtainedwiththesefiltersasifthe
attenuationratiowascalculatedbyusing
massattenuationcoefficients(whichhave
beensuggestedbyHubbell)without
strippingcorrection・TheadditionoftheNb
andMofiltersreducedinthephotonsof
lowerX-rayenergy,andtransmittedthe
photonsofhigh-energyX-rays.Theaddition
oftheAlfiltertendedtohavethee廿eCt,

今後の研究の展開について
低コントラストの組織を描出するには、管電圧を低く
すれば吸収係数が大きくなり、変化分を大きくすること
ができる。しかし、人体組織の透過線量を考えると管電
圧を高くしなければならない。そこで、付加フィルタを
用いて、被曝の多い低エネルギーを除去しさらにコント
ラストを悪くする高エネルギー成分を吸収させている。
K吸収端から最高管電圧までのスペクトル解析をしたと
ころ、ニオブ、モリブデン、ロジウムなどK吸収端が
20keV前後のフィルタはアルミニウム、銅などと比較し
て高エネルギー領域の透過性は高く、低いエネルギー領
域の減弱が大きいことを今回の科研費交付による研究で
明らかにした。
したがって、高エネルギー領域における解析では、フ
ィルタ材質の最適厚さ解析およびアルミニウムや銅など
との複数フィルタとの共用が必要と考えられるので、こ
れら分析が今後の課題といえる。
X線スペクトル測定や付加フィルターの使用は、個別
に研究されている。しかし、現象を解析するには、相互
に利用すべきである。また、K吸収端から最高管電圧ま
での領域を解析し、複数のフィルタを利用する研究は見
当たらない。低コントラスト改善がされれば、ⅣR領域
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さらに可能なかぎり被ばく線量の低減策をと
る必要があるとして警告している3)｡IVRは治
療を目的としているので、たとい確定的影響
が現われてもその行為が正当化される状況は
あるであろう。しかし、防護の最適化の原
則はこのような場合でも適用できるので、日
本医学放射線学会放射線防護委員会では、診
療技術や装置の改善（透視時間の短縮、パル
ス状の照射、適切な付加フィルターの使用な
ど）により、より少ない線量で同一の効果を
上げる工夫をするべきであると報告している。
適切な付加フィルタを用いる際、x線高電
圧発生装置からのx線の線質と同時にx線ス
ペクトルも測定しなければフィルタ材質の選
択がむずかしい。また、各種フィルタの各エ
ネルギーにおける解析も同時に行わなければ
ならない。
そこで、人体組織を透過してくる前のX線ス
ペクトル、人体組織を模擬した水透過のX線
スペクトル、さらに各種フィルタを透過した
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像形成に大きな影響を与える領域である。K
吸収端以上のエネルギーを減弱させ画像情報
を電気信号に変換して撮像管に情報を伝える
のであるが、画像形成のためにはもう少し低
いエネルギーでのK吸収端が望まれる。1.1.
を用いたX線TVモニタの画像よりスクリー
ン・フィルム系による画像の方が解像力に優
れている。オルソ系の増感紙ではGdのK吸収
端が50.239,keVであることからすると、各特
性の違いとはいえるが1.1.を用いたX線TV装
置に対して管電圧や付加フィルタの再検討を
示唆しているものと考える。
本邦の医療に関する平均職業被曝は年々わ
ずかであるが減少傾向にあるといわれている
が、IVR等の透視を伴う処置の増加により術
者の被曝および患者の被曝が増加していると
考えられる6職業上の被曝に関する線量限度
は、現行の年間50mSvから20mSvに早晩切り
下げられることが予想される。患者被曝の低
減対策に加えて、適切な遮蔽の利用、適切な
Z〆
操作手技等によって術者の被曝低減を考盧す
る必要がある。 本報はそのための基礎的概念
を提案した。
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